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社会科学習指導案 

 

日 時  １０月２８日（水）５時間目 

          児 童  富良野市立富良野小学校 

４年２組 ３９名 

指導者  教 諭  佐々木 智 史 

場 所  第 1 音楽室 

 

１ 単元名 「わたしたちの北海道～北方領土ってどんな所？～」 

 

２ 子どもの実態と社会科で目指す子ども像 

                      北方領土問題は、子どもたちが住む北海

道の地域的な問題ではなく、国際的な問題

である。 

                      元島民を中心にビザなし交流を通しなが

ら相互理解を深めようと地道な活動が続け

られているが、60 余年の時間の経過の中で

返還に対する国民の意識は高いとは言えず、

北海道に住む者でも根室から離れた地域で

は領土問題を正しく認識している人は尐な

い。まして、児童にとっては、自分の周り

の生活と遠く離れた事象であることは否め

ない。 

                      本学級の児童は、インターネットの検索

やインタビュー等の調べ学習を好み、自分

たちの疑問や調べてみたいことを自分たち

で解決しようとする学習を積み重ねた。富

良野市の様子（農業、工業、公共サービス）

を知る学習では、仕事の目的や内容ととも

に、そこで働く人たちの苦労や働きがい等

にも迫るができた。実態調査の結果から児 

童にとって北方領土問題の知識は尐なく、加えてロシアに対する理解も十分とは言えなか 

った。 

そこで、本単元では、写真や映像を基に自分たちが暮らす富良野市と択捉島のちがいを 

見つける活動を通して北方領土の「現在」を感じとれるようにしたい。 

その上で領土問題の歴史的経緯を説明することで領土に対する問題、また、それに携わ

ってきた人々の努力に気づかせたい。 

さらに、元島民の願いや思いに触れさせることで、今後、領土問題にかかわる情報を集

めるなど関心を高めていきたい。 

 

 

 

 

 

◆児童の実態◆ 

①「北方領土」について知っていることを

教えてください。 

・知らない（36） 

②「ロシア」について知っていることを教

えてください。 

・知らない（28）・大きな（広い）国（4） 

・寒い（4） ・ロシア料理（2） 

・人口多くない（1）・首都モスクワ（1） 

・ナポレオンが遠征をした（1） 

③「根室市」について知っていることを教

えてください。 

・知らない（26） ・北海道にある（5） 

・北海道の東の方（1） 

・遠い町みたいな場所（1） 

・あまり大きい町ではない（1） 

・根室カニがいっぱいとれる（1） 

・田舎で畑がいっぱいある（1） 

・利尻島に行く船が出る（1） 
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４年生の社会科で 

目指す子ども像 

地域社会の中で、よりよい生活を作り出そうと努力している人々の営

みを考え、その良さを共感し、地域社会に参加していこうとする子ど

も 

本単元で目指す 

子ども像 

北方領土に問題が存在することを理解し、自分のくらしと島のくらし

のちがいや人々の願いや思いを調べることを通して、北方領土に関心

をもつ子ども 

 

３ 単元の指導と評価規準 

【本時 １/５】 

学習過程 おもな学習活動 教師のはたらきかけ 評価規準 

１ 事象との出会い 択捉島の映像や写真

をもとに、北方領土

の様子を知り、領土

問題の存在に気づ

く。 

 

 

 

択捉島の映像や写真

を提示し、富良野市

との違いを見つける

ように働きかけ、北

方領土問題に気づか

せる。 

    富良野市と

択捉島を比 

較し、択捉島の様子 

に関心をもつ 

    北海道にロ

シア人が住 

む町があることを知 

ることができる。 

（北方領土問題があ 

ることを知ることが 

できる。） 

２ 課題設定 富良野市との違いか

ら、さらに詳しく調

べてみたいことをも

ち、解決の見通しを

もつ。 

調べたいことを明確

にさせるとともに、

必要に応じてグルー

プを作り、資料等の

案内をする。 

    北方領土に

ついて自分 

で詳しく調べたいこ 

とを見つけることが 

できる。 

３ 

４ 

追求・解決 

調査・まとめ 

課題に沿って資料を

探し、分かったこと

や気づいたことをま

とめる。 

自分が分かったこと

を友だちにも分かる

ようにまとめるよう

働きかける。 

    課題解決の

ために進ん 

で調べようとしてい 

る。 

    資料の言葉

を自分の分 

かる言葉になおし、 

みんなも分かるよう 

に心がけて模造紙に 

まとめようとする。 

５ 発表・意見交流 まとめたことを発表

し合い、現在の北方

領土の様子をたくさ

ん知る。 

友だちの発表を聞く

ことを大事にし、み

んなで北方領土の様

子を共有できるよう

にする。 

    自分で調べ

ことや、友 

だちの発表をもとに 

、北方領土の現在の 

様子を詳しく知るこ 

とができる。 

 

 

関心 

思考 

関心 

理解 

技能 

理解 
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４ 本時の学習 

（１）本時の目標 

  自分たちの住む北海道にはロシア人が住んでいる町（北方領土問題）があることを知

り、そこに関わって生活している（いた）人々の様子や気持ちに触れ、関心を高めるの

ができる。 

（２）具体的な手だて 

  択捉島の様子が分かる映像や写真を紹介し、富良野市との違いや現在との違いを見つ

け確かめ合う。同じ北海道に住みながら様子の違う北方領土に関わって生活している

人々の現状や心情に触れながら、今後も北方領土の様子に興味・関心がもてるようにす

る。 

子どもの活動と思考の流れ 教師の支援と評価 支援が必要な子への手だて 

○本時の課題を知る。 

 

 

 

 

●課題を提示する。 

 

 

 

 

 

○『日本のある町と富良野市との違

い』を見つけながら、択捉島の様

子（写真）を見る。 

  

 ・建物がちがう（古い、さみしい、

田舎等） 

 ・ロシア人（外国人）がいる 

 ・ロシア語がある 

 ・ご飯がちがう（パン、ボルシチ

等） 

 ・お店の雰囲気がちがう（スーパ

ーやコンビニのようではない） 

 

○富良野市との違い発表し、また友

だちの意見にも耳を傾け、現在の

択捉島の様子を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○択捉島の「今」と「昔」をくらべ

ながら写真を見る。 

 ・日本人がいる（日本人だらけ） 

 ・ロシア人がいない 

 

●択捉島（日本のある町）の様子を

紹介する。富良野市との違いを、

メモを取りながら見つけるよう

に指示する。 

・街並みの写真 

 ・食事の写真 

 ・お店の品物の映像 

 ・子どもたちの写真 

※子どもから質問があればそれに

答えながら写真を紹介する。 

 

 

 

●ワークシートに書いた富良野と

の違いを発表するように促し、整

理する。（現在の択捉島の様子を

共有できるようにする） 

 

 

 

 

 

 

●太平洋戦争前の択捉島の写真を

紹介し、今と昔との違いを見つけ

るように指示する。 

 ・日本人が写っている写真 

・建物、家屋（今でもありそうな

○子どもたちのワーク

シートの様子を見な

がら、気づいたことは

何でもいいのでどん

どんメモをとるよう

に声をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

○指名順等に配慮し、何

を話してもいいよう

な雰囲気の中で、自分

で見つけた違いを出

し合う。 

 

 

 

 

 

○人や建物の様子から

違いが見つけ出せる

かどうか、焦点をはっ

きりさせるアドバイ

スをする。 

北方領土ってどんな所？ 

現在、北方領土にはロシア人が住んでいる 

自分たちの住む北海道にはロシア人が住んでいる町（北

方領土問題）があることを知る（ワークシート、発言） 
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○地図で「北方領土」の場所を知る。 

 ・富小から鳥沼までの半分の距離 

・富良野市から見て東側（北東） 

 ・思ったより近い 

・３つの島と１つの小さな島々の

かたまり 

  

 

 ・初めて知った 

 ・ロシアずるい 

・近いのに、なかなか近寄れない

（危ない） 

 

 

 

 

 

日本的な建物） 

 

 

 

 

●地図を使い、北方領土の位置を伝

える。 

・北方領土までの距離（一番近く

て３．７ｋｍ）と納沙布岬の写

真を紹介する。 

・北方領土とは択捉島、国後島、

色丹島、歯舞群島を指し、日本

の領土であることを伝える。 

●北方領土は日本の領土であり、戦 

争でロシアに占領されたことを 

説明する。 

・漁船拿捕事件の記事（近寄れな

い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実際に地図上に指を

差しながら、位置や距

離感をつかめるよう

にする。 

○感想をメモしながら、元島民と現

島民の話を聞く。 

 

 

 

 ・元島民の人はかわいそう 

 ・もっと自由に行かせてあげれい

い 

 ・ロシアと日本はもっと仲良くし

たらいい 

・もっと交流したらいい 

 ・郵便局を一緒になおしてほしい 

 

・ロシアは早く日本に返してほし

い 

 ・どうして返してくれないんだろ

う 

 ・ロシアはずるい 

 

 

・追い出したらロシア人もかわい

そう 

  

●元島民の話、現島民の話を紹介す

る。ワークシートにメモをとりな

がら聞くように指示する。（ぺー

プサート的なもの） 

  

①元島民の話 

  ・幼いころ（今のみんなと同じ

年のころ）をすごしたふるさ

とだから、自由に行き来した

い 

  ・お父さんやお母さんががんば

ってくらしていた場所だか

ら、早く返してほしい 

  ・ロシア人のことはあまりよく

分からないけど、ロシア人と

日本人はもっと仲良くなれ

るはず。 

  ・今住んでいるロシア人にとっ

てもふるさとになのだから、

ロシア人を追い出すことは

したくない（自分たちのよう

な目に合わせたくない） 

 

○「そう思う」「違うと

思う」等、聞き方のヒ

ントを与え、何かを感

じとることができる

ようにする。可能であ

れば「理由付け」もで

きるようにする。 

北方領土は、自由に行けない場所です 

昔（64 年前まで）、北方領土には日本人が住んでいた 
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・択捉島に行ってみたい 

 ・ロシア人と会ってみたい 

 

 ・ふ～ん 

・へぇ～   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②現島民の話 

  ・わがロシアの択捉島へようこ

そ 

  ・根室では、私たちをかんげい

してくれてうれしかった。そ

れ以来、日本に興味を持って

いる。 

  ・郵便局の建物を日本人と一緒

になおして、一緒に作業した

証拠として残していきたい。 

  ・近くのとなりの国どうしだか

らこそ、もっともっとお互い

を知り、いろいろな交流をし

たい。（尐年の訪問、自然保

護、温泉） 

 

 

 

 

 

（３）本時の評価 

自分たちの住む北海道にはロシア人が住んでいる町（北方領土問題）があることを知り、

そこに関わって生活している（いた）人々の様子や気持ちに触れ、関心を高めることがで

きたか。 

北方領土で生活している（いた）人々の様子や気持ちに

触れ、関心を高めることができる。（ワークシート、発

言） 


